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――七十七ビジネス大賞を受賞されたご感想をお願
いします。
七十七ビジネス大賞という素晴らしい賞をいただ
き光栄に思います。今回の応募をきっかけに、これ
まで当社が歩んできた道のりについて振り返るよい
機会になりました。

進化を続ける老舗企業
――創業から今日に至るまでの経緯について教えて
ください。
創業者である井ヶ田周治が埼玉県の狭山茶の老舗
で修業をし、大正9年11月にのれん分けの形で仙台
市国分町にお店を構え、お茶の製造販売を始めたの
が当社の始まりです。仙台の中では“後発のお茶屋”
としてスタートしましたが、品質本位のお茶づくり
にこだわり良質なお茶をお客様に提供し続けてきま
した。昭和 43年に社名を井ヶ田製茶に変更し、昭
和 52年、卸小売部門を独立させるため分社化し設
立されたのがお茶の井ヶ田です。

お茶の井ヶ田株式会社
代表取締役　井ヶ田　健一 氏

会社概要

住　　所：仙台市青葉区大町二丁目7番23号
設　　立：昭和52年（創業：大正9年）
出 資 金：50百万円
事業内容：茶・菓子小売業
従業員数：684名
電　　話：022（224）1371
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.ocha‑igeta.co.jp/

お茶をテーマにした新業態である複合
施設「喜久水庵」を開発し運営、「仙台
初売り」の文化を継承しつつ新しい
ビジネスモデルに挑戦する老舗企業
新緑の候、「七十七ビジネス大賞」受賞企業の中

から、お茶の井ヶ田株式会社を訪ねました。大正9
年に製茶業として創業し、昭和 52年に井ヶ田製茶
株式会社より卸小売部門が独立し設立されたのがお
茶の井ヶ田です。お茶・茶道具販売から菓子製造販
売や飲食部門に進出し、お茶をテーマにした複合施
設「喜久水庵」を宮城県中心に東日本で 50店舗以
上運営しています。「仙台初売り」の伝統を守る一
方で、平成 26年 7月には秋保地区に物産館「秋保
ヴィレッジ」を開業し、中山間地の地域活性化にも
積極的に取り組む等、新しいビジネスモデルに挑戦
する老舗企業です。当社の井ヶ田社長に、今日に至
るまでの経緯や今後の事業展開等についてお伺いし
ました。

第 17 回（平成26年度）
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平成8年には「喜久水庵」を開業し、お茶と茶道
具の販売から菓子製造販売や飲食部門にも進出して
宮城県を中心に東日本で店舗展開しています。また、
平成 26年より秋保温泉地区で物産館「秋保ヴィ
レッジ」を開業し、地元農産物・加工品の直売所等
の複合施設を運営しています。

お茶への想い
――社是について教えてください。
「自然の恵みと日本文化の香りを大切に心豊かな

和み溢れる絆を創り続ける私たちでありたい」とし
ています。お茶は自然の恵みであり、和食や茶道等
に取り入れられる日本の伝統食文化に欠かすことの
できないものだと思います。当社はお茶を通じて多
くの方々の絆を創っていける存在になっていきたい
と願っています。

お茶がテーマの複合施設「喜久水庵」
――「喜久水庵」について教えてください。
「喜久水庵」はお茶をテーマにした複合施設の店

名であり、同様の店舗の総称でもあります。お茶を
用いた菓子の製造販売は以前からありましたが、飲
食・甘味等との複合施設は当社が開発した当時とし
ては新しい業態です。「茶菓専科」というお茶やお
菓子等を販売しているコーナーや、「茶陶楽専科」
という生活陶器を販売しているコーナー、「ティー
茶廊 喜久水」という茶そばや甘味等の食事をお楽
しみいただけるコーナー等店舗により様々なコー
ナーが複合されています。主に、東北地方では「喜

久水庵」、関東地方では「茶寮kikusui」という店名
で店舗展開しています。

――「喜久水庵」を開発された経緯について教えて
ください。
当社は創業以来、約 75年間お茶と茶道具の販売

をメインに事業を行ってきましたが、日本人の和食
離れにともない、お茶の消費量は減少の一途を辿り
ました。そこで、平成5年に先代の社長が新しい分
野でお茶の消費量を増やそうと「お茶は飲むものだ
けではなく、食べるもの」というコンセプトで抹茶
菓子の製造販売を開始しました。
最初は、抹茶ソフトクリームの販売から始めまし
た。抹茶ソフトクリームは全国的に商品化されつつ
ありましたが、味の悪いものが多々ありました。そ
の理由は 2つあり、1つ目が使用する抹茶の品質で
す。抹茶にはお抹茶にして飲んでいただける良質な
ものと、食品の風味付けに使用される業務用のもの
がありますが、当時のソフトクリームに使われてい
た抹茶は業務用のものがほとんどでした。2つ目が
茶葉の品質管理です。茶葉は湿気や太陽光、酸化に
非常に弱いので厳しく管理しなければなりません
が、品質管理に気を配る会社は少なくソフトクリー
ムに入れる時点で抹茶の品質が落ちていました。そ
こで、当社は良質で厳しく品質管理された抹茶のみ
を使用しお茶の井ヶ田一番町本店で売り出したとこ

上：「喜久水庵」南仙台本店 下：「茶寮 kikusui」高崎店

本社
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ろ、たちまちヒット商品となりました。これを契機
に本格的に抹茶菓子の製造販売へ参入しました。
次に、より幅広い展開を目指しお茶の販売に加え
て抹茶ソフトクリームを含む抹茶菓子の販売やお茶
をコンセプトとした食事が楽しめる複合施設を開発
しました。これが「喜久水庵」です。平成8年、気
軽にお客様に足を運んでいただくことを目的とし
て、南仙台に第一号店を開業しました。
現在は 6つの大型直営店舗のほか郊外の大型

ショッピングモールへも数多く出店し、県内をはじ
め、東北・関東エリアに広がる店舗数は現在 50店
舗（県内30店舗、県外20店舗）となっています。

――「喜久水庵」の名前の由来について教えてくだ
さい。
当社の創業者である井ヶ田周治が、茶道裏千家

淡々斉宗匠より頂戴した「掬翠庵」という茶室の名
前にちなみ、当時の2代目社長が「喜久水庵」と命
名しました。初出店した南仙台の地には、大変素晴
らしくおいしい水が湧き出ることと、当社の商品で
皆様に一番親しまれているお茶のブランドが「掬翠」
であることから、百年後も幾久しく、お客様に喜ん
でいただけるようにとの、井ヶ田の想いが込められ
ています。

――「喜久水庵」を運営するにあたり苦労されたこ
と等あればお聞かせください。
新業態への挑戦でしたので、飲食部門では軌道に
のるまで大変苦労しました。例えば、「ティー茶廊 
喜久水」で提供している茶そばは、北海道と東北の
そば粉を配合し、石臼で挽いた抹茶「祥雲」をふん
だんに使用する等の素材へのこだわりは勿論、打ち
たてのおいしい茶そばをお客様に召し上がっていた
だくために既成の麺は使用せず、その日のそばはお
店で全て手打ちしてお出ししています。従業員は初
めてそば打ちの研修をしたりと慣れない作業に苦労
も多くありましたが、皆で試行錯誤をしながら仕事
の幅を広げていき徐々にお店のレベルを上げてきま
した。その甲斐もあって、現在は季節限定や各店オ
リジナルの豊富な種類のメニューを提供させていた
だいています。

新たなお茶の楽しみ方
――取扱商品について教えてください。
静岡県“粟ヶ岳”山麓の恵まれた風土にある指定

茶園で育て、自社工場でこだわりの製法で作る自慢
のお茶のほかに、様々な種類のお菓子を取り扱って
います。
お菓子の看板商品は「喜久福」と「どら茶(ちゃ)

ん」です。「喜久福」は、生クリームを餡と一緒に
お餅で包んだ逸品で、抹茶・プレーン・ずんだ・ほ
うじ茶の定番の味のほか、季節限定の味もご用意し
ています。「どら茶ん」は、ふんわりと焼き上げた
皮で、宇治の高級抹茶を使用した抹茶生クリームを
包み込んでおり、香りと風味を逃がさないどら焼き
は、懐かしさの中に新しさを感じさせる優しい口当
たりが人気です。
取扱商品は多岐に渡り、お茶は約 60種類、お菓

子は約40種類ほどあります。
販売する商品については、観光客が多い店、若者
が多い店、高齢者が多い店等店舗によって客層が
様々ですので、現場の従業員が商品を選び販売して
います。

――商品へのこだわりについてお聞かせください。
自社製造商品のバリエーションには必ず抹茶味を
入れるようにしています。我々がお客様からご支持
をいただく理由の一つに、お茶屋が作る抹茶の商品
はおいしいという信頼があると思います。当社は新
鮮で良質な抹茶を使用したお菓子やお食事で、新し

こだわりの茶そば
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いお茶の楽しみ方をお客様に提案していきたいと
思っています。

――お茶やお菓子の製造はどのようにされているの
でしょうか。
平成4年、仙台市卸町に「お茶の里総合流通セン

ター」という流通センターを備えた製茶工場を建設
しました。摘みたての新芽を産地で一次加工し、仙
台市卸町にある製茶工場に運び工場内の大型冷蔵庫
で、一年中−15℃で厳しく管理しています。また、
乾燥から選別までの製茶工程を最新の自動化された
設備で行うことで、常に新鮮に保たれた安心なお茶
をお客様にお届けしています。
また、当社の本社内にある自社工場で「喜久福」

や「どら茶ん」等のお菓子を製造しています。その
ほかには、「喜久水庵」南仙台本店でバウムクーヘ
ン、「秋保ヴィレッジ」で千日餅やカステラを製造
しています。今後「秋保ヴィレッジ」の敷地内にお
菓子の製造工場を建設する予定もあるので、自社で
製造するお菓子の数を増やしていきたいと思いま
す。

――商品開発について教えてください。
各店舗で自由に商品のアイディアを出していただ
いています。指示されたとおりに仕入れて商品を販

売するという決められた日々の作業をするだけでな
く、各個人の創造性を商品開発に発揮してほしいと
思っています。例えば、季節のパフェに入れるソフ
トクリームの味やフルーツの種類の組み合わせ等を
考えてもらったり、新商品は従業員やパートの方に
試食してもらい積極的に意見を取り入れています。

「仙台初売り」の文化継承
――仙台の伝統行事である仙台初売りにかける想い
についてお聞かせください。
仙台初売りとは藩政時代から三百年以上続く伝統
行事で、「お客様と一緒に新年を祝おう」という仙
台商人の心意気の結晶です。当社では、日頃のお客
様への感謝の気持ちを込めて家電製品やお茶等の豪
華景品を詰めた「茶箱」をお客様にお渡ししていま

上：「喜久福」　下：「どら茶ん」

製茶工場内

茶箱
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すが、昭和 10年に、当社の創業者が静岡からお茶
を運ぶために使った茶箱を景品として付けたことが
スタートだといわれています。仙台初売りは旧仙台
藩領内の伝統行事とされているため公正取引委員会
が豪華な景品を付けることを特例として認めていま
す。「茶箱」は毎年全国に報道される等地元の経済
振興としても微力ながら役立てていると思うので、
老舗お茶屋として仙台初売りの伝統を今後も受け継
いでいきたいと思います。

環境保全への取り組み
――環境保全への取り組みについて教えてくださ
い。
平成19年4月に「お茶の里総合流通センター」に

て、ＩＳＯ14001：2004（環境マネジメントシステ
ム）の認証を取得することができました。組織や事
業者が、運営や経営の中で自主的に環境保全に関す
る取り組みを進めるにあたり、環境に関する方針や
目標を自ら設定して達成に向けて取り組んでいくこ
とを環境マネジメントといい、このための工場や事
業所内の体制・手続き等の仕組みを環境マネジメン
トシステムといいます。お茶という自然の恵みを扱
う会社として、事業活動にともなう環境負担を低減
するとともに、環境保全への意識の向上を推進しよ
うという想いのもと取得に至りました。
平成23年9月には「お茶の里総合流通センター」

の屋上ほぼ全面に太陽光発電設備を導入しました。
最大のメリットは、エネルギー源である太陽光が無

尽蔵で、発電時にCO2（二酸化炭素）等の大気汚染
物質を発生させることがなく、環境にやさしいこと
です。また、社内的にはコストダウンはもとより、
従業員の環境意識や節電の関心を高めるとともに、
地域住民への自然エネルギーの情報発信や意識向上
等の役割が期待できます。太陽光発電により、晴天
時は卸町工場で使用する約40kw相当の電力を発電
しています。この取り組みにより、平成 24年度
「宮城県主催 自然エネルギー等 導入促進部門 大賞」
を受賞させていただきました。

「秋保ヴィレッジ」
――「秋保ヴィレッジ」について教えてください。
「秋保ヴィレッジ」は平成 26年に開業した物産

館で、千日餅工房を含む「喜久水庵」、地元農産
物・加工品の直売所、観光客向けのお土産売り場、
セルフ形式で食事や甘味が楽しめる飲食コーナー等
が入っています。敷地内にあるビニールハウスでは
野菜を栽培しており、家族向けに農業体験を行って
います。野菜の種類を毎年変更しながら、様々な種
類の野菜の植え付け・収穫体験ができるようにして
いきたいと考えています。また、ガーデニングの整
備も行っており、季節に応じて桜やコスモス等の
様々な草花をお楽しみいただけます。

――「秋保ヴィレッジ」を開発された経緯について
教えてください。
地元である宮城県で事業をさせていただいている
企業として、将来にわたって地域に必要な企業だと
認めていただくためには、事業で雇用や利益を生ん

「秋保ヴィレッジ　アグリエの森」屋上に設置された太陽光発電設備
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でいくことは勿論、明確に地域に貢献している取り
組みが必要だと考えます。仙台市秋保地区は、東北
有数の温泉地の一つですが、農業生産効率では不利
といわれる中山間地にあります。この地に農産物の
販売を促進する拠点をつくり、地元の農家の方々が
生産した農産物と温泉という観光資源を結び付ける
ことで、将来にわたって賑いのある地域にするお手
伝いができるのではないかという想いから始めた事
業が「秋保ヴィレッジ」です。
「秋保ヴィレッジ」の開業にあたり直売所で販売
する地元のおいしい野菜を仕入れるため、当社の従
業員2名が生産者向けの説明会を開催する等してお
声掛けをして回りました。開業当時 60名だった生
産者も、現在では120名の方々にご協力いただいて
います。農産物以外の加工品等の品ぞろえも新たに
350種類まで増やすことができました。「秋保ヴィ
レッジ」を訪れていただくたびお客様に新しい発見
を提供できるよう、今後も少しずつ事業を拡大して
いきたいと思います。

更なる拡大を目指して
――今後の事業展開について教えてください。
「秋保ヴィレッジ」の拡充を図っていきたいと考
えています。直近の目標は、農産物の生産者を200
名まで増やして数年以内に現在の直売所面積の3倍
まで拡大した独立の直売所を建設したいと考えてい
ます。また、今後物産館の隣に地元の農産物を使用
したビュッフェスタイルのレストランを建設する予
定です。ここにも地元の農産物を使用しますので、

生産者を増やすことが最重要課題だと考えていま
す。
また、「秋保ヴィレッジ」の運営を通じて「喜久

水庵」とは違う新業態の店舗をつくり上げたいと考
えています。これまでお菓子を売ることでお茶を飲
んでいただく機会を提供してきましたが、お茶の消
費量はまだ十分とはいえません。次は、日本の伝統
食文化である和食を見直し新しいスタイルの商品を
提供することで、お茶を飲んでいただく機会を増や
していければと思っています。

従業員同士仲良くあれ
――事業を行う上で大切だと思うことについて教え
てください。
従業員の雰囲気や対応が素晴らしい会社に共通し
ていることは、従業員同士のよい人間関係が構築さ
れていることです。会社の雰囲気が悪い中でよい仕
事はできません。ビジョンや目標を打ち出すのは経
営者ですが、その達成には店舗の従業員のチーム
ワークが不可欠です。当社では商品開発や店舗づく
り等で積極的に従業員に意見を出してもらうことに
より、従業員同士で話し合う機会を増やし、些細な
ことでも言い合えるよい関係が構築されつつあると
期待しています。

井ヶ田社長

長時間にわたりありがとうございました。御社の
今後ますますの御発展をお祈り申し上げます。

（27．5．29取材）

地元農産物の直売所



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


